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【運営事務局】 国立大学法人香川大学
産学連携 ・ 知的財産センター
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香川大学
OLIVE SQUARE
多目的ホール

場　　　所

〒760-8521 香川県高松市幸町１−１
TEL ： 087-832-1672　/　FAX ： 087-832-1673

香川県内大学 ・ 高専連携人材育成システム

平成 30 年度 香川県地域産業人材創出支援事業

香川県
香川大学
徳島文理大学 （香川校）
香川高等専門学校

連携機関 ： 

２１世紀源内ものづくり塾
平成 30 年　修了発表会



 ご 挨 拶

　平成 20 年 10 月、香川大学が開設した「21 世紀源内ものづくり塾（以下、源内塾）」

は、平成 25 年度から香川県産業成長戦略の地域産業人材創出支援事業として、香川

県との共同事業として継続的に運用しており、本年で 10 年の節目を迎えました。

　源内塾は、香川におけるものづくり企業の明日を担う人材を育成するため、単に技

術にかかわるだけでなく、マーケティングやビジネスプランの作成等、経営マネジメ

ントも養成する実践的なプログラムにより、「売れるものづくり」を企画・実践でき

る若手リーダーの育成を目指しています。

　また、育成する体制も、「地域で必要な人材は、自前で育成する」を理念に掲げ、

香川大学を中心に、香川県内の大学、高専、自治体とも連携し、香川の産学官の総力

を結集させて育成します。

　育成にあたっては、「座学」、「課題研究」、「技術経営」といった 2 年間の育成シス

テムを中心に、「自ら学ぶ場」の提供を通じ、受講者が主体的に取り組むことを基本

にしています。

　具体的には、座学による集合教育での知識の醸成、マンツーマン方式の指導教員と

の面談、ゼミ形式のグループディスカッション、先進技術に触れる機会等、多様な育

成手法を用いることで課題抽出力とそれらを解決するスキルを身につけ、2 年間の育

成課程の修了時には「ものづくりマイスター」の称号を授与します。

受講中の 2 年間では、同期生同士の業種を越えた交流、修了後には同窓会となる「源

内 OB 会」での修了生との交流を通じ、地域内での幅広い業種が集う人的ネットワー

クが創出されることも期待します。

源内塾は、このような育成システムと場づくりにより、社会が求める人材を、地域と

共に育成し、香川県の産業の発展に貢献していきたいと考えています。

塾長　　永冨　太一
21 世紀源内ものづくり塾
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プ ロ グ ラ ム

株式会社スワニー

 代表取締役社長         　板野　司

香川大学
理事 片岡　郁雄

富士フイルム株式会社　R&D 統括本部
イノベーションアーキテクト 

中村　善貞

主催者挨拶

（１）29 年度生によるビジネスプラン発表

（２）全体講評

（１）審査結果発表および称号付与

（２）塾長挨拶

　休　憩

１．開会式（ 13:00 ～ 13:20 ）

３．ものづくり講演会（ 14:50 ～ 15:50 ）

４．修了式（ 15:50 ～ 16:10 ）

源内塾 塾長　     永冨　太一

▲源内塾　塾長 永冨　太一
 ・香川県商工労働部産業政策課　主幹 河井　治信
 ・株式会社スワニー 代表取締役社長 板野　司 

 ・富士フイルム株式会社　R&D 統括本部
イノベーションアーキテクト 中村　善貞 

 ・香川大学名誉教授 ( 元塾長 ) 三原　豊

審査員

（▲審査員長）

香川県商工労働部
部長 浅野　浩司

２．修了発表会（ 13:20 ～ 14:40 ）

香川大学産学連携・知的財産センター

センター長　　      永冨　太一

人生のターニングポイントと経営観
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２．修 了 発 表 会・修了式

  発表プログラム    ※発表時間･･･１人 10 分（ 発表 8 分　質疑 2 分  ）

（　発表趣旨　）

・ この発表は、源内塾の育成プログラムのうち「ＭＯＴ（技術経営）事例研究」の締

めくくりとして行うものです。

・ 源内塾では、「売れるものづくり」の企画・開発ができる人材の育成を目指しており、

ＭＯＴ教育として、学問的な意義付けを学習するＭＯＴ基礎から個別企業の取り組

みを調査・分析するＭＯＴ事例研究まで、体系的なプログラムを編成しています。

・ 特に、実践面重視の観点から、塾生にはそれぞれが考えた「商品」をテーマとして

ビジネスプラン作成にチャレンジしてもらいます。本日はその成果を修了予定者に

発表してもらいます。

・ 発表内容は、あくまでも塾生がスキルアップを目指し作成した個人的なプランであ

り、個別企業の事業活動等とは特に関係ありません。

株式会社サムソン

　衛藤　優希小型ボイラ用送風機の高性能化開発・事業化  4

6

8

10

タイトル 発表者 ﾍﾟｰｼﾞ

12

14

株式会社四国総合研究所

　小川口　深雪

高松帝酸株式会社

　竹中　麻朗

大同ゴム株式会社
　佃　慎悟

七王工業株式会社

　細川　晃平

四国化工株式会社

　松浦　亮

COF カップリング技術を用いた機能性分子担
体のアプリケーション開発と工業化

空調機向けアスファルト制振材の事業化

延伸製法を利用した高強度多層フィルムの事
業化計画

橋梁損傷診断システムの開発および事業化

セルロースナノファイバーを使用した高機能
ゴムホースの事業化

    (1)  　　　　　　　

　(2)  　　　　　　　　  

　(3)  　　　　　　　　      

　(4) 

     (5)　

(6)　
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(1) 演 題

(2) 講 師 紹 介

ものづくり講演会

人生のターニングポイントと経営観

氏　　名  ● 

１９６３年３月　香川県さぬき市

板野　司（いたの　つかさ）氏

出　　身  ●

１９９３年：( 株 ) スワニーへ入社

２００９年：代表取締役社長に就任

２０１３年：第二回「四国でいちばん大切にしたい会社」大賞受賞

経　　歴  ●

　1985 年バブルの真っ只中に高松のアパレル商社に就職。好きなファショ

ンビジネスの業界で 8年間を過ごす。入社以来トップセールスマンとして毎

年売上目標を達成するも、7年目で大きな挫折を味わうことになる。その事

が私の人生を振り返ってみると大きなターニングポイントとなった。

　その後、ご縁を頂いて株式会社スワニーに入社し、15 年後に代表取締役

に就任した。今でこそグローカルカンパニーの社長として充実した日々を

送っているが、入社以来アウェー感満載で常に不安や恐れの中にいた自分が

どのようにしてそこから抜け出し、どのように周りを変えていったのか。

自らの体験を赤裸々に語りつつ、私の経営観も交えてお話したいと思います。

講演要旨  ●

    ３．
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　1993 年、現三好会長の三女と結婚し ( 株 ) スワニー入社、2009 年に代表取締

役社長に就任し現在に至る。

　同社は、手袋の産地として知られる東かがわ市で 1937 年に創業、各種手袋

とキャスター付きカバンを製造・販売するグローカル企業。米国では 8年連続

で SWANY ブランドのスキー手袋がNO.1 ブランドとして認知され、キャスター

付きカバンは、多くの高齢者からの支持を集め、年間約 7000 通の「ありがとう」

の気持ちが綴られたアンケート葉書が返信されている。

　社員自らプロジェクトチームをつくり、会社にとって大切にすべき価値観を

８項目の「スワニークレド」にまとめ、全社員に経営理念を浸透させ、感謝の

気持ちをありがとうカードでメッセージにして伝え合い、社員間の関係性の質

向上に努めている。自ら「社員長」と名乗り、社員の自主性を尊重する板野社

長の姿勢が、社員の自立性や自らが考える力を育てている。

　また、リフレッシュ休暇制度、社員持ち株制度、10 の社内同好会など、社員

を大切にする取組みを積極的に推進しており社員満足度も高い。

　2013 年第二回「四国でいちばん大切にしたい会社」大賞受賞。

　現在、日本手袋工業組合副理事、東かがわ国際フォーラム会長、東かがわ市

商工会工業振興委員長等の公職を務めている。

人物紹介  ●
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ご清聴ありがとうございました。






